
５ 集計結果   令和３年度 「食に関するアンケート」【校種別集計】＜児童生徒＞ のとおり 

 

６ 結果の概要・考察等 

○問１ 学校給食が「おいしい」「どちらかといえばおいしい」と回答した割合は、合わせて９割以上 

前年度よりわずかに増加し、過去最高（図１） 

90.7％（R1）→90.4％（R2）→90.9％（R3：前年度比 0.5P増） 

・小学校では 92.3％（前年度比 0.4ポイント増）、中学校で 85.6％（同 1.8ポイント増）、 

特別支援学校では 96.2％（同 1.7ポイント増）の児童生徒が、学校給食を「おいしい」 

「どちらかといえばおいしい」と回答。すべての校種で増加した。 

      

○問２ 学校給食が「好き」「どちらかといえば好き」は、合わせて８割以上。前年度よりわずかに増加（図１） 

88.0％（R1）→87.2％（R2）→87.6％（R3：前年度比 0.4P増） 

・小学校では 89.0％（前年度比 0.2ポイント増）、中学校で 82.8％（同 2.1ポイント増）、 

特別支援学校では 92.7％（同 0.7ポイント増）の児童生徒が、学校給食を「好き」「どちら 

かといえば好き」と回答。すべての校種で増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問３ 学校給食を「好き」「どちらかといえば好き」と答えた理由は、「おいしいから」が最も多く７割以上（過去最高） 

   「おいしいから」  69.2％（R1）→69.3％（R2）→71.5％（R3：前年度比 2.2P増） 

「栄養のバランスを考えた食事を食べることができるから」 

53.7％（R1）→54.5％（R2）→53.8％（R3：0.7P減） 

「みんなと一緒に食べることができるから」 

64.3％（R1）→57.4％（R2）→51.2％（R3：6.2P減） 

・次いで多かった理由は、「栄養のバランスを考えた食事を食べることができるから」53.8％､ 

「みんなと一緒に食べることができるから」51.2％と続く。 

   ・前年度に比べ最も割合の変化が大きかった理由は、「みんなと一緒に食べることができるか

ら」で 6.2ポイント減少。小学校で 3.7ポイント減少、中学校では 13.3ポイント減少した。 

       

（学校給食について） 

問１・問２の結果より、多くの児童生徒が学校給食を肯定的にとらえていることがうかがえ

る。問３の学校給食が好きな理由についても、7 割以上の児童生徒が「おいしいから」と回答

している。一方「みんなと一緒に食べることができるから」と回答した児童生徒は５割程度で

前年度と比較すると大幅に減少している。前年度と同様、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、スクール形式による会食や黙食等が原因の一つとして考えられる。 

今後も引き続き、地場産食材やだしを活用した給食、児童生徒等が考案した給食など、学校

給食の充実、併せて給食を教材とした食に関する指導の充実を図り、学校給食への関心を高め

ていくことが重要である。 



 ○問４ 食事で気をつけていることに「食事のあいさつ」の回答が最も多く、前年度同様９割以上（図２） 

・前年度に比べ割合が最も増加した項目は、「ゆっくりとよくかんで食べるようにしている」 

で 2.5ポイント増加。最も減少した項目は、「三食必ず食べるようにしている」で 2.2ポイ 

ント減少。 

    ・小学校では、前年度に比べほとんどの項目で増加。最も増加した項目は、「栄養のバランス 

を考えていろいろなものを食べるようにしている」で 4.8ポイント増加、次いで「ゆっくり 

よくかんで食べるようにしている」で 4.6ポイント増加した。 

・中学校では、前年度に比べすべての項目で減少。最も減少した項目は、「楽しく食べるよう 

にしている」で 9.6ポイント減少、次いで「三食必ず食べるようにしている」「残さず食べ 

るようにしている」がともに 8.6ポイント減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（食に関する意識について） 

新型コロナウイルス感染症の影響で、家庭の食生活は大きく変化しており、子どもたちの食 

に対する意識も変化していると思われる。学校給食においても、スクール形式による会食や黙 

食、衛生管理等「新しい生活様式」による給食が２年近く続いていることから、「楽しく食べ 

る」「残さず食べる」等に関する意識が薄まってきているのではないかと考える。 

今後も、規則正しい食生活や栄養のバランス等、栄養教諭を中核とした食に関する指導の充 

実と併せて、子どもだけでも準備ができる食事の作り方等家庭への情報提供や啓発活動を行い、 

児童生徒の食への興味関心を高め、望ましい食習慣の形成を図ることが求められる。 

 

 

○問５ 地場産物には何があるか「知っている」と回答した割合は、県全体で７割程度 

「知っている」68.1％（R3）：53.8％（小低）、76.7％（小高）、78.0％（中）、39.2％（特） 

 

（地場産物について） 

今年度より新たに追加した調査内容である。国の第４次食育推進基本計画（令和３～７年度）

における食育の推進に当たっての目標の一つに、「学校給食における地場産物を活用した取組

等を増やす」が掲げられている。また、県の教育振興基本計画（令和２～６年度）の施策の一

つにも、「地元の食文化を理解するため、地場産食材を使用した給食を提供」等、食育や地場

産給食の推進があげられている。 

今後も、県や地域の農林水産物を活用した給食を計画的に取り入れ、給食の時間の放送等に

おける食材や生産者の紹介、体験活動、ICT を活用した家庭へ情報発信等、様々な取組や啓発

を通して、児童生徒の地場産物に対する理解を深めていくことが必要である。 



○問６ 朝ごはんを「毎日食べる」と回答した割合は前年度よりわずかに減少（図３） 

「毎日食べる」83.5％（R3）：84.8％（小）、78.6％（中）、92.1％（特）     

・「毎日食べる」と回答した児童生徒の割合は 83.5％で、前年度に比べ 0.4ポイント減少。 

小学校では 0.1ポイント増加、特別支援学校でも 1.6ポイント増加したが、中学校では 1.6 

ポイント減少した。また中学校では「休日以外は食べる」と回答した割合で、１.6ポイント 

増加している。 

     ・年次推移では、「毎日食べる」割合は減少傾向（図４）。「食べない」割合は 1%未満で横ばい 

（図５）。 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

○問７ 朝ごはんを「家族そろって食べる」「大人の家族と食べる」と回答した割合は、前年度同様で 

合わせて平日で５割弱、休日で６割弱（図６、図７） 

平日 53.1％（R1）→48.1％（R2）→47.4％（R3：前年度比 0.7P減）） 

休日 63.0％（R1）→58.1％（R2）→57.3％（R3：前年度比 0.8P減）） 

     ・小学校、特別支援学校では、平日休日ともに「家族そろって食べる」と回答した割合が増加、

「子どもだけで、または一人で食べる」の割合は減少した。 

 ・中学校では、平日休日ともに「家族そろって食べる」「大人の家族と食べる」と回答した割

合がそれぞれ減少、「子どもだけで、または一人で食べる」の割合は増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○問８ 朝ごはんの内容は「ごはん＋汁物＋おかず」は減少傾向、「ごはんだけ」「おかず､果物､飲み物等だけ」 

は増加傾向（図８） 

       「ごはん＋みそ汁＋おかず」 25.8％（R3）：25.4％（小）、27.1％（中）、30.2％（特） 

       「ごはんだけ」       25.8％（R3）：26.4％（小）、24.0％（中）、16.5％（特） 

      「おかず､果物､飲み物等だけ」 7.7％（R3）： 7.6％（小）、 8.2％（中）、 5.2％（特） 

         ・「ごはん＋みそ汁＋おかず」と回答した児童生徒の割合は、前年度に比べ 1.5ポイント減少。 

小学校では 1.8ポイント減少、中学校で 0.6ポイント減少した。特別支援学校でも減少した。 

・またすべての校種で、「ごはん＋汁物」が減少、「ごはん＋おかず」「おかず､果物､飲み物等 

だけ」がそれぞれ増加した。 

小学校、中学校はともに「ごはんだけ」も増加した。 

     ・「ごはんだけ」「おかず､果物､飲み物等だけ」「何も食べない」と回答した児童生徒の割合は 

合わせて、小学校中学校ともに４割近くで前年度に比べ増加、特別支援学校では約２割で減 

少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（朝ごはんについて） 

朝食摂取状況や共食状況、朝食内容については前年度と比較して、「毎日食べる」「大人の家 

族と食べる」「主食と汁物とおかず又は主食と汁物」の回答割合がそれぞれ減少した。特に中 

学校で「毎日食べる」「家族そろって又は大人の家族と食べる」の減少がみられる。また朝食 

に汁物をとる児童生徒が減少し、主食だけや単品の朝食をとる児童生徒が増加している。 

コロナ禍においても、子どもたちが適切な食事を摂取し、自分の健康を守ることができるよ 

う、今後も「朝食摂取」と「栄養バランスのとれた食事」の重要性を指導していくとともに、

児童生徒でも食事を準備することができるような指導や家庭への情報提供、啓発を行っていく

ことが重要である。 

 

 

○問９ 小中学校の９割以上が「５時前～７時前」に起床、「６時～７時前」は前年度よりわずかに減少（図９） 

        小学校「5時前～7時前」95.8％（R1）→96.2％（R2）→95.9％（R3）       

         「7時～8時過ぎ」 4.2％（R1）→ 3.8％（R2）→ 4.1％（R3） 

     中学校「5時前～7時前」92.6％（R1）→91.8％（R2）→90.7％（R3） 

         「7時～8時過ぎ」 7.5％（R1）→ 8.2％（R2）→ 9.3％（R3：前年度比 1.1P増） 

 

夜寝る時間は「１０時～１２時過ぎ」が前年度より増加（図１０）                                                       

小学校「9時前～11時前」95.1％（R1）→95.1％（R2）→94.5％（R3） 

         「11時～12時過ぎ」4.9％（R1）→ 4.9％（R2）→ 5.6％（R3：前年度比 0.7P増） 

     中学校「9時前～12時前」86.1％（R1）→84.2％（R2）→83.6％（R3） 

         「12時過ぎ」    13.9％（R1）→15.8％（R2）→16.3％（R3：前年度比 0.5P増） 



         ・朝起きる時間について、小学校では「6 時～7 時前」と回答した割合が、前年度に比べ 0.8

ポイント減少（低・高とも 0.8P減）、「5時前～6時前」が 0.5ポイント増加した。中学校で

は「6時～7時前」で 1.4ポイント減少、「7時から 8時前」で 1.1ポイント増加した。 

     ・夜寝る時間について、小学校では「11 時～12 時前」と回答した割合が、前年度に比べ 1.1

ポイント増加、中学校では「12時過ぎ」で 0.5ポイント増加した。  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（起床時間・就寝時間について） 

小学校では前年度と比較し、わずかに起きる時間が早く、寝る時間は遅くなっている。一方 

中学校では、起きる時間・寝る時間ともに遅くなっている。小学校中学校において、睡眠時間 

が短くなっている児童生徒がいると思われる。 

コロナ禍において、学校の臨時休校が続くと、起床・就寝時間が不規則になりがちである。 

また起床時間が遅くなると、朝食摂取や朝食内容にも影響を及ぼす。 

毎日元気に学校生活を過ごすためにも、今後も引き続き、各教科や学級活動において「早寝 

早起き朝ごはん」の大切さを指導していくとともに、手軽に作れる朝ごはんのメニュー等、家 

庭への情報提供、さらなる啓発が必要である。 

 

 

 

７ 今後の取組（福井県教育振興基本計画（令和２～６年度）の施策より一部抜粋） 

○食育の推進 

・給食の時間や各教科等において、本県独自の食育教材「ふくいこども食育チャレンジ～第一次

改訂版～」（令和３年３月）を活用し、栄養教諭を中核とした学校における食育を推進 

    ・栄養教諭等と児童生徒が協力して考案した「ふくいっ子アイデアメニューコンテスト」を実施 

    募集した朝ごはんや学校給食メニューは、ＨＰ等で学校や家庭、地域へ広く周知 

   ・伝統的な食文化への理解を深めるため、だし等を使った和食給食による食育を推進 

   ・「早寝早起き朝ごはん」の指導等とあわせて「共食」の習慣づくりを推進 

   

○地場産給食の推進 

・地元の食文化への理解を深めるため、地場産食材を使用した給食を提供 

・地場産食材に関する体験活動や授業を行い、学校給食で味わうことにより、地場産食材や農林

漁業に対する理解を促進 


